
中
心
市
街
地
は
、
人
口
減
少
が
顕
著
で
あ
り
、

多
く
の
商
店
が
閉
店
し
空
き
店
舗
や
空
き
家

が
点
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
も
相
ま
っ
て
ま
ち
な
か
形
成
に
向
け
た

再
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
ま
ち
な
か
再
生

協
議
会
の
委
員
の
方
々
を
主
体
と
し
て
、
筑
波

大
学
、
津
別
高
校
な
ど
の
協
力
を
得
て
町
の
現

状
を
検
証
し
、
先
進
的
な
事
例
を
研
究
し
、
津

別
と
い
う
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
再
生
事
業

を
検
討
し
て
い
く
事
業
が
ま
ち
な
か
再
生
事

業
で
、
３
年
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
」
と
「
地
方
創
生
事
業
」
が
は
じ
ま
り
ま
す

○
住
民
協
議
会
勉
強
会

会
場
：
さ
ん
さ
ん
館

各
回

：

～

：

１８

３０

２０

３０

〈
一
般
公
開
〉

４
月

日
（
金
）【
テ
ー
マ
】
津
別
ま
ち
な
か
再
生
事
業
の
意
義

１７

５
月

日
（
金
）【
テ
ー
マ
】
空
き
家
，
移
住
定
住
，
既
存
施
設
を
利
用
し
た
交
流
拠
点

２２

７
月

日
（
金
）【
テ
ー
マ
】
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
，
小
さ
な
拠
点

１７

９
月

日
（
金
）【
テ
ー
マ
】
公
共
交
通
，
生
活
の
場
，
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

２５
月

日
（
金
）【
テ
ー
マ
】
集
合
住
宅
，
土
地
利
用
，
市
民
協
働

〈
未
定
〉

１０

１６
月

日
（
金
）【
テ
ー
マ
】
歴
史
文
化
，
ま
ち
な
み
景
観

〈
未
定
〉

１１

１３
月
４
日
（
金
）【
テ
ー
マ
】
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
，
Ｉ
Ｔ
化

〈
未
定
〉

１２２
月
５
日
（
金
）【
テ
ー
マ
】
防
犯
，
公
園

〈
未
定
〉

〇
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

次
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

○
筑
波
大
学
津
別
駐
在
事
務
所

（
役
場
内
特
設
）

8
／

～
8
／

、
8
/

～
9
/
9

筑
波
大
大
学
院
生
各
１
名
づ
つ
滞
在

10

31

18

・
調
査
、
検
証
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〇
ゼ
ミ
合
宿
実
証
実
験

筑
波
大
学
8
/

～

の
間
の
１
週
間

小
樽
商
科
大
学

〈
未
定
〉

21

31

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
若
い
世
代
）
〈
高
大
連
携
事
業
〉

8
/

～

の
間
の
土
日
を
含
む
４
日
間

21

31

【
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
】
筑
波
大
学
学
生

名
10

【
演

題
】
若
い
世
代
に
よ
る
津
別
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

【
内

容
】
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

津
別
高
校
生
、
筑
波
大
学
生
、
協
議
会
委
員

○
ふ
る
さ
と
財
団
に
よ
る
現
地
会
議

月
９
日
（
金
）、

日
（
土
）

１０

１０

ふ
る
さ
と
財
団
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
、
筑
波
大
学
、
協
議
会
委
員
、
地
域
住
民

〇
筑
波
大
学
学
園
祭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
津
別
高
校
生
派
遣

茨
城
県
：
つ
く
ば
市

月
７
日
（
土
）
～
９
日
（
月
）

１１

○
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１
月
９
日
（
土
）
会
場
：
中
央
公
民
館

〇
ふ
る
さ
と
財
団
実
績
報
告
会

２
月

初
年
度
協
議
会
総
括

３
月

※
ふ
る
さ
と
財
団
か
ら
の
助
成
金
を
受
け
て
本
年
度
は
実
施
し
て
い
ま
す
。
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年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
実
績
の

17あ
る
筑
波
大
学
と
の
共
同
研
究
も

取
り
入
れ
て
計
画

津
別
町
の
人
口
は
、
平
成

年
3
月
末
で
5
1
6
7
人
と
昭
和

年
3
月
末
ピ
ー
ク

27

36

時
の
1
万
6
8
4
2
人
に
比
べ
約
３
割
に
ま
で
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
に
対
し
、
そ
の
進
行
を
緩
や
か
に
し
、
暮
ら
す
町
民
が
心
豊
か
に
、
安
全
・

安
心
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
中
心
市
街
地
の
急

速
な
衰
退
に
伴
う
市
街
地
機
能
の
低
下
に
対
処
す
る
「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
」
と
、
町

域
全
体
を
対
象
と
し
地
域
活
力
の
創
生
に
取
り
組
む
「
地
方
創
生
事
業
」
を
推
進
し
ま
す
。

旧津別保育所

まちなか再生協議会の様子

今
年
度
は
、
１
年
間
を
通
じ
て
、「
ふ
る
さ
と

財
団
」
か
ら
の
助
成
金
を
受
け
、
ま
ち
な
か
再

生
協
議
会
の
勉
強
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
、
ま
ち
な
か
の
現

状
の
検
証
や
再
生
の
方
向
性
等
を
検
討
す
る

期
間
と
な
り
、
右
下
囲
み
の
よ
う
な
事
業
計
画

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

原
則
と
し
て
一
般
公
開
で
す
の
で
、
多
く
の

町
民
の
方
々
の
来
場
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
町
民
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
機
会
も
設

け
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

政
府
は
、
日
本
の
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進

展
に
対
し
、
日
本
全
体
、
特
に
地
方
の
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
東
京
圏
へ
の
人
口
の
過

度
の
集
中
を
是
正
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
国
民
ひ
と
り
一
人
が
夢
や
希
望
を
持

ち
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を
安
心
し
て
営

む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
、

個
性
豊
か
で
多
様
な
人
材
を
確
保
し
、
魅
力
あ

る
多
様
な
就
業
の
機
会
を
創
り
出
す
こ
と
等

を
目
指
し
て
昨
年
度
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
」
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。
各
自
治

体
に
お
い
て
は
、
今
年
度
中
に
「
地
方
版
の
総

合
戦
略
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
別
町
の
人
口
推
移
見
込
み
（
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
）
に
対
し
て
、
人
口
減
少
の
速
度
を
よ
り
ゆ

る
や
か
に
す
る
各
種
施
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
（
平
成

年
度
ま
で
の
向
こ
う
5
年
間
）。
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まちなか再生事業「キックオフ・シンポジウム」

日 時 平成２７年６月１２日（金） 午後６時３０分～午後９時

場 所 津別町中央公民館 講堂 （北海道網走郡津別町字豊永5番地１）

内 容

開会挨拶 津別町長 佐藤多一

趣旨説明 津別まちなか再生事業プロデューサー（筑波大学教授） 大澤義明

基調講演 「逆境を強みに」

鹿島アントラーズ代表取締役社長（筑波大学客員教授） 井畑 滋

講 演 「ローカルパスタイム（地域の娯楽）とその可能性」

東京国際映画祭ﾊ゚ ﾄーﾅーｼｯﾌ゚ｸ゙ﾙーﾌ゚ﾏﾈーｼ゙ｬー（筑波大学非常勤講師） 小西弘樹

講 演 「北海道における道路と地域の活性化」

北海道開発局建設部道路計画課長 和泉晶裕

ワークショップ発表会 津別町まちなか再生協議会＋筑波大学学生隊

ワークショップ質疑

シンポジウム総括 地域総合整備（ふるさと）財団開発振興部長 土居俊彦

挨 拶 筑波大学ラグビー部長（筑波大学教授） 中川 昭

主 催 津別町・国立大学法人筑波大学

後 援 国土交通省北海道開発局、一般財団法人地域総合整備財団
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大通の街並み

問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－ 2151（内線240）

まちなか再生事業HP

（津別町 HP内）QRコード facebook‐QRコード

地
方
創
生
人
口
減
少
問
題

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
！

津
別
町
の
地
方
創
生
の
取
組
み
と
し

て
、
町
民
の
方
５
０
０
名
を
無
作
為
に

抽
出
し
た
、
人
口
減
少
問
題
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
６
月
初
旬
よ
り
行
い
ま

す
。
皆
様
か
ら
の
津
別
町
に
対
す
る
感

想
や
ご
意
見
を
参
考
に
し
、
津
別
町
の

地
方
創
生
、
ま
ち
な
か
再
生
事
業
の
取

組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

回
答
の
一
つ
ひ
と
つ
が
津
別
町
の
地

方
創
生
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今回のアンケート

を担当します

髙橋です！


